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イントロダクション 価値創造の仕組み 戦略とマネジメント 事業活動を支える基盤 事業概況 データセクション

　メディパルグループは、流通を担う企業として、地球環境に配慮した事業活動を通じて、持続可能な社会の実現に貢献します。
　温室効果ガス排出量削減目標として2030年度までに2020年度比で50％削減、2050年度までにカーボンニュートラルを掲げ、環境
負荷の低減に取り組んでいます。

環境保全 環境宣言

私たちの美しい地
ほ

球
し

 
守る責任・つなぐ使命
美しい地球を次世代に引き継ぐために、 
ステークホルダーとともに人と環境に配慮した 
流通モデルを実現します。

温室効果ガス排出量 サプライチェーンにおける環境負荷全体像（2023年3月期）
82,532 74,991 （単位：t-CO2）

50%削減

9.1%削減

カーボン
ニュートラル

2020年度
（基準年度）

2021年度 2022年度 2030年度
（目標）

2050年度
（目標）

Scope2※2

Scope1※1

49,959 46,552

28,43932,573

※1  自社の燃料使用に伴う排出
※2 自社の電力使用に伴う排出

INPUT エネルギー使用量
ガソリン

10,415kl
 軽油

914kl
灯油
39kl

A重油
327kl

LPガス
9t

都市ガス
392千Nm3

電気
110,507千kWh

当社グループの主な事業
医薬品、化粧品、日用品、動物用
医薬品等の保管・販売・配送

地域の顧客、医療機関、自治体などが 
抱えるヘルスケア課題を抽出し、 
その解決策を提案

社有車の温室効果ガス排出量の推移
2019年 
3月期

2020年 
3月期

2021年 
3月期

2022年 
3月期

2023年 
3月期

給油量（kl） 14,354 13,659 13,080 12,296 11,329

温室効果ガス排出量 
（t-CO2） 33,627 31,973 30,624 28,803 26,543

車両台数（台）※3 8,848 8,498 8,231 8,045 8,621

車両1台当たり 
排出量（t-CO2） 3.80 3.76 3.72 3.58 3.07

※3 3月末現在

OUTPUT 温室効果ガス排出量

自社排出合計
74,991t-CO2

46,552t-CO2Scope228,439t-CO2Scope1

お得意様サプライヤー

Scope3（事業活動に関連する他社の排出）※4

カテゴリ①購入した 
製品・サービス

13,426,666t-CO2（94.19%）

カテゴリ⑤事業から出る廃棄物 

1,101t-CO2（0.01%）

カテゴリ⑫販売した製品の廃棄 

581,582t-CO2（4.08%）

カテゴリ②資本財 

60,401t-CO2（0.42%）

カテゴリ⑥出張 

1,572t-CO2（0.01%）

カテゴリ⑬リース資産（下流） 

2,728t-CO2（0.02%）

カテゴリ③Scope1、2に含まれない 
燃料およびエネルギー関連活動

17,304t-CO2（0.12%）

カテゴリ⑦雇用者の通勤 

23,268t-CO2（0.16%）

カテゴリ⑮投資 

12,601t-CO2（0.09%）

カテゴリ④輸送、配送（上流） 

110,073t-CO2（0.77%）

カテゴリ⑪販売した製品の使用 

18,325t-CO2（0.13%）

合計
14,255,621t-CO2

（  ）内はScope3合計に占める割合

※4  Scope3の対象会社は（株）メディパルホールディングス、（株）メディセオ、（株）エバルス、（株）アトル、（株）ＭＭコーポレーション、（株）ＰＡＬＴＡＣ 、ＭＰアグロ（株）、 
メディパルフーズ（株）です。
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　医療用医薬品等卸売事業では、チェーン展開をしている調
剤薬局やドラッグストアなどのお得意様との協働により、医薬
品流通最適化モデルを構築することで温室効果ガス排出量の
削減に取り組んでいます。
　具体的には、店舗ごとに最適な医薬品の在庫量を分析・管
理することで両社間の受発注・納品業務を減らし、温室効果ガ
ス排出量を削減しています。本取組みにより、効率的なオペレー
ション体制を実現し、生産性の向上、働き方改革を進め、地球
環境への配慮とともに持続可能な社会の実現に貢献します。

　（株）ＰＡＬＴＡＣでは、持続可能な流通サイクルの構築に向
けて 、お取引先様と協働で返品削減に取り組んでいます。
　化粧品・日用品、一般用医薬品卸売業界の商慣習において
発生する返品は、仕分けや配送などの追加コストだけでなく、
温室効果ガス排出や商品廃棄といった環境負荷も増加させま
す。返品は、日本の四季や生活者ニーズの変化に応じた商品
をいち早く店頭で展開する過程で発生し、販売機会ロスと表・
裏の関係にあります。生活者ニーズを満たす売場をつくりつつ
（販売機会ロスを発生させない）、返品を削減するためには、
流通全体の連携による適正在庫の維持が欠かせません。
　（株）ＰＡＬＴＡＣは、各店舗の販売や在庫状況、季節品であ
れば気温に応じた販売指数の変化、商品の改廃情報などを小
売業様・メーカー様と早期に連携し、過剰在庫を発生させな
いよう店舗間移動や発注止めなどの施策を適時的確に実行す
ることで返品削減に取り組んでいます。

医薬品流通最適化

返品削減

施策

配送時 配送回数の見直し
当社グループ 車両走行距離の削減

お得意様 商品受け取り回数の減少

✓お得意様と当社グループ双方の課題解決に向けたサプライチェーン全体最適化のご提案
✓導入企業・店舗数の拡大により、効率化と施策効果も加速

検品時 個口スキャン検品導入による
納品時間の短縮 当社グループ 配送の効率化

お得意様 検品にかかる時間の短縮

発注時 発注締め時間の見直し
当社グループ 物流拠点稼働時間の短縮

お得意様 発注にかかる時間の削減

期待される効果

「温室効果ガス
排出量」の削減

商品輸送

メーカー様 (株)ＰＡＬＴＡＣ 小売業様

返
品
作
業

返品は流通全体のコスト・環境負荷を増大させる

商品輸送

検品・
商品廃棄

返品商品の
輸送

仕分け・
検品

返品過程において発生する温室効果ガス

返品商品の
輸送

仕分け・
検品

返品は販売機会ロスと表・裏の関係

少 多在庫量

返品削減は製・配・販で連携した適時的確な施策を
実行し、適正在庫を維持することが重要

過少在庫 過剰在庫適
正
在
庫

販売機会ロス
（売上減）

返品
（コスト・環境負荷増）

流通最適化による温室効果ガス排出量削減の流れ
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　（株）メディセオ、日本石油輸送（株）、日本貨物鉄道（株）、 
日本フレートライナー（株）の4社共同プロジェクトにおいて、物流
センター間の医薬品輸送のモーダルシフト※に取り組んでいます。
　従来の大型トラックから環境負荷の少ない鉄道コンテナを
利用した輸送への切り替えを一部エリアで実施し、輸送におけ
る温室効果ガス排出量を削減しています。
　埼玉ALC～東北ALC間に加え、2023年2月より埼玉ALC～
西日本物流センターにおいても鉄道コンテナ輸送を開始しまし
た。これらの取組みにより、従来の輸送と比べ温室効果ガス排
出量が約77％、年間換算で約352t-CO2の削減に寄与します。
※ モーダルシフト：トラックなどの自動車で行われている貨物輸送を環境負荷の小さい
鉄道や船舶の利用へと転換すること。

モーダルシフト

　当社グループでは、各拠点において充電設備などのインフラ
整備を進め、電気自動車の導入を進めています。従来の燃料
を使用する車両から切り替えることで、自社の燃料使用に伴う
温室効果ガス排出量（Scope1）の削減に取り組んでいます。

電気自動車の導入

　阪神ALC（2023年9月竣工）では屋上に太陽光パネルを設置
し、再生可能エネルギーを利用した自家発電を行っています。
発電された電力は施設内で使用することで、同ALCで消費する
一部の電力を賄います。また、当社グループの25施設において、
環境配慮型電力に切り替え、自社の電力使用に伴う温室効果
ガス排出量（Scope2）の削減に取り組んでいます。

環境配慮型電力の使用

モーダルシフト概要図

トラック輸送

実施前 年間温室効果ガス排出量 約458t-CO2

年間温室効果ガス排出量 約77%削減

実施後 年間温室効果ガス排出量 約106t-CO2

モーダルシフト 東北ALC
（岩手県花巻市）

西日本
物流センター

（兵庫県加東市）

集貨 配達

鉄道コンテナ輸送

埼玉ALC
（埼玉県三郷市）

駅 駅

本取組みにおける受賞歴

•  第22回物流環境大賞「低炭素物流推進賞」

•  令和3年度（第20回）グリーン物流パートナー
シップ会議 優良事業者表彰「特別賞」

•  第24回物流環境大賞「特別賞」




